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WWW連携分散オブジェクトフレームワーク

WWW連携分散オブジェクトフレームワークは,WWWと分散オブジェクトを連携させるために必要な機能部品群と.それらの組合せ方法を記述

したアプリケーションスケルトンを提供し,業務システムの開発効率を向上させる｡

インターネットやイントラネットの普及に伴い,

WWW(World Wide Web)を用いた多数の業務システ

ムが実現されるようになってきている｡特に,インター

ネットショッピングや企業間商取引などのEC(Elec_

tronicCommerce)分野への適用が進んでいる｡一方,ク

ライアントーサーバシステムの基盤技術として,分散オブ

ジェクト技術CORBA(Common Object ReqlleSt Bro-

kerArchitecture)が注目されている｡

｢WWW連携分散オブジェクトフレームワーク+は,

WWWと分散オブジェクトを連携させた業務システム

を構築するための基盤である｡WWWを用いで情事艮発信

を行ったり,インターネットをまたいでクライアントサ

ーバ処理を行ったりするような業務システムを構築しよ

うとするとき,そのシステム形態に応じて,WWWと分

散オブジェクトを連携させた業務システムの枠組みを提

供する｡その内容は,必要な機能部品群,機能部品およ

び業務プログラムの組合せ方法を記述Lたプログラム部

品(アプリケーションスケルトン)である｡これにより,

WWWと分散オブジェクトを用いた業務システムの開

発効率が向_Lできるものと考える｡

47



430 日立評論 Vol.80No.5(1998-5)

はじめに

インターネットやイントラネットの普及に伴い,

WWW(World Wide Web)を用いた業務システムが構

築されるようになってきている｡WWWブラウザの浸透

に伴い,今後,WWWは,業務システムでの情報表示や

情報操作の手段として不可欠なものになると考える｡

一方,近年,クライアントサーバシステムの基盤技術

として,分散オブジェクト技術が注目を集めている｡分

散オブジェクト技術とは,OMG(Object Management

Group)が標準化作業を進める仕様"CORBA(Common

ObjectRequestBrokerArchitecture)''に基づく技術で

あり,オブジェクト間通信機能"ORB(Object Request

Broker)''とトランザクション制御などの各種オブジェ

クトサービスの総称である｡CORBAを用いることによ

り,業務システムの拡張性や開発効率を向上できる｡

ここでは,WWWとCORBAを用いて業務システムを

構築するための基盤である｢WWW連携分散オブジェク

トフレームワーク+について述べる｡これは,"Network

Objectplaza''のアプリケーションフレームワークの一つ

として検討しているものである｡

WWW分散オブジェクト連携機能

日立製作所は,すでに,EC(ElectronicCommerce)分

サーバシステム
WWW

ブラウザ インターネット

イントラネット

HTTP

クライアント

アプリケーション
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野で,WWWと業務処理をCORBAによって連携させる

ための機能である｢WWW分散オブジェクト連携機能+

を提案してきた｡これを中核として,ソフトウェア製品

｢日立コマース･ソリューション+によって消費者一企業

間ECシステムを,企業間ビジネス メディア サービス

"TWX-21''によって企業間ECシステムを,WWWと分

散オブジェクトを連携させたシステムとしてそれぞれ開

発した｡

一般に,WWWを用いた業務システムでは,エンドユ

ーザーは,WWWブラウザや,これを介して起動するク

ライアントアプリケーション(以下,これらを｢クライア

ント+と言う｡)を用いて,サーバシステムにアクセスす

る｡サーバシステムは,WWWの通信プロトコルである

HTTP(HypertextTransferProtocol)を介して受信し

たリクエストに応じ,業務処理を行う｡上記のECシステ

ムでは,サーバシステムの業務処理をORBによって呼び

出す分散オブジェクトとして構築できるようにした1)｡

そのための中核機能として,WWWと分散オブジェクト

を連携させる二つの機能を提供している(図1参照)｡い

ずれも,クライアントと分散オブジェクトとして実装し

たサーバアプリケーション(以下,｢業務オブジェクト+

と言う｡)との通信をHTTPを利用して実現するもので

ある｡

WWWページ生成機能は,WWWブラウザに表示する
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図= WWW分散オブジ

ェクト連携機能
WWW分散オブジェクト

連携機能が,WWWと連携し

た分散オブジェクトシステ

ムの構築を可能にする｡
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WWWページをWWWページテンプレート(WWWペ

ージのひな型)に基づいて生成する機能であり,WWW

ページの生成と連動して業務処理を行う(例えば,ボタン

押し‾Fげに応じて情報を更新する｡)ために業務オブジェ

クトを呼び出すことができる｡WWW-CORI∃A連携機能

は,クライアントアプリケーションが業務オブジェクト

を呼び出すことを可能にする機能であり,開発者は,こ

れを業務オブジェクトのメソッド呼出しの形式で記述す

ることができる｡

WWW連携分散オブジェクトフレームワーク

前述したWWW分散オブジェクト連携機能は,ECに

固有の機能ではなく,一般に,WWWを用いた業務シス

テムに適用が可能なものである｡日立製作所は,WWW

分散オブジェクト連携機能を中核として,インターネッ

トやイントラネットでの業務システムを構築するための

枠組みである｢WWW連携分散オブジェクトフレームワ

ーク+を検討している｡

WWW連携分散オブジェクトフレームワーク(以下,

WFWと略す｡)は,目的の業務システムの形態に応じて,
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WWWと分散オブジェクトに基づくアーキテクチャを

規定し,必要な機能部品群,機能部品および業務オブジ

ェクトの組合せ方法を提供する｡WFWを用いた業務シ

ステムのアーキテクチャを図2に示す｡

3.1機能部品

WFWが提供する機能部品群は以下のように分類できる｡

(1)システム連携基盤

業務オブジェクトが,WWWを用いた通信やレガシー

システム接続,RDB操作などを行う際に必要な機能群で

ある｡前述したWWW分散オブジェクト連携機能のほか

に,セッション管理機能(クライアントと業務オブジェク

トの接続管理),レガシーシステム連携機能,簡易RDB

(RelationalDatabase)アクセス機能(RDBの簡易イン

タフェース)などがある｡これらは,基本的に,C＋十,

Java姓),00COBOLなどのオブジェクト指向言語によ

り,API(Application ProgrammingInterface)を提供

※)JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは,米

国およびその他の国における米田Sun Microsystems,

Inc.の商標または登録商標である｡
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図2 WWW連携分散オブジェクトフレームワーク

WWW連携分散オブジェクトフレームワークでは,システム連携基盤,ミドルウエアオブジェクトといった機能部品群と,機能部品や業務オブ

ジ工クトの組合せ方法を記述したアプリケーションスケルトンを提供する｡
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する｡

(2)ミドルウェアオブジェクト

ある形態の業務システムを構築する際に必ず必要にな

るような共通機能を提供する｡業務システムヘのログイ

ン認証機能や,WWWページの表示内容をエンドユーザ

ーの属性〔嗜(し)好など〕に応じて動的に変更する機能な

どがある｡これらはIDL(Interface Definition Lan-

guage)によってAPIを提供する｡

3.2 アプリケーションスケルトン

WFWは,業務システムの形態に応じて,機能部品群の

組合せ方法や業務オブジェクトの組込み方法を｢アプリ

ケーションスケルトン+として提供する｡

アプリケーションスケルトン(以下,スケルトンと略

す｡)は,(1)機能部品群の呼出し方法と組合せ方法を記述

したプログラム部品,(2)業務オブジェクトの呼汁.し方法

を記述したプログラム部品である｡業務システム開発者

は,スケルトンを業務システムの内容に合わせてカスタ

マイズしたうえで,業務オブジェクトや業務システムに

組み込むことによって開発を行う｡

3.3 利 点

WFWは,WWWと分散オブジェクトを連携させた業

務システムの開発効率を向上する｡この具体的な内容を

表lに示す｡

おわりに

ここでは,WWWと分散オブジェクトを連携させた業

務システムを構築するための基盤である｢WWW連携分

散オブジェクトフレームワーク+について述べた｡なお,

WWW連携分散オブジェクトフレームワークは,

``Framework-WebforEnterprise''として製品化を計画

小である｡

分散オブジェクトの普及により,部品組合せ型の業務

システムの開発が増加し,このようなアプローチの必要

性が高まると思われる｡今後は,WWW連携システムだ

けでなく,ワークフローシステムなどで用いることがで

きる分散オブジェクトフレームワークを検討していく考

えである｡
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表1WWW連携分散オブジェクトフレームワークの特徴と

利点

WWW連携分散オブジェクトフレームは,WWWと分散オブジェク

トを連携させた業務システムの開発効率を向上する｡

特 徴 利 点

WWWと業務オ 分散オブジェクトとして実装した業務処理を
プジェクトの連 WFWに組み込めば,WWWを介してクライアント

携磯能 と連携させることができる｡

セッション管理

機能

WFWが,クライアントと業務オブジェクトの接

続や業務オブジェクトの生成･消去を管理する

ので,業務開発者はこれらを意識しなくてよい｡

簡易RDBアクセ これらの機能を用いることにより,分散オブジ

ス機能,レガシ ェクト環境でのRDB操作やレガシーシステム接

一連携機能 続が容易に行える｡

豊富なミドルウェ

アオブジェクト

業務システムに必要なさまざまな機能をミドル

ウェアオブジェクトとして提供しており,業務

開発者は同等機能の開発を行わなくてよい｡

アプリケーショ 業務開発者を,機能部品群や業務オブジ工クト

ンスケルトン の組合せ方法の設計作業から解放する｡

注:略語説明

WFW(WWW連携分散オブジェクトフレームワーク)
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